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5 また、祈るときには、偽善者たちのよう
であってはいけません。彼らは、人に見
られたくて会堂や通りの四つ角に立って
祈るのが好きだからです。まことに、あな
たがたに告げます。彼らはすでに自分の
報いを受け取っているのです。

6 あなたは、祈るときには自分の奥まった
部屋に入りなさい。そして、戸をしめて、
隠れた所におられるあなたの父に祈りな
さい。そうすれば、隠れた所で見ておら
れるあなたの父が、



あなたに報いてくださいます。
7 また、祈るとき、異邦人のように同じこと

ばを、ただくり返してはいけません。彼ら
はことば数が多ければ聞かれると思って
いるのです。

8 だから、彼らのまねをしてはいけません。
あなたがたの父なる神は、あなたがたが
お願いする先に、あなたがたに必要なも
のを知っておられるからです。



19 自分の宝を地上にたくわえるのはやめ
なさい。そこでは虫とさびで、きず物に
なり、また盗人が穴をあけて盗みます。

20 自分の宝は、天にたくわえなさい。そこ
では、虫もさびもつかず、盗人が穴をあ
けて盗むこともありません。

21 あなたの宝のあるところに、あなたの
心もあるからです。

22 からだのあかりは目です。それで、もし
あなたの目が健全なら、あなたの全身
が明るいが、



23 もし、目が悪ければ、あなたの全身が
暗いでしょう。それなら、もしあなたの
うちの光が暗ければ、その暗さはどん
なでしょう。

24 だれも、ふたりの主人に仕えることはで
きません。一方を憎んで他方を愛した
り、一方を重んじて他方を軽んじたりす
るからです。あなたがたは、神にも仕え、
また富にも仕えるということはできませ
ん。



25 だから、わたしはあなたがたに言いま
す。自分のいのちのことで、何を食べよ
うか、何を飲もうかと心配したり、また、
からだのことで、何を着ようかと心配し
たりしてはいけません。いのちは食べ
物よりたいせつなもの、からだは着物
よりたいせつなものではありませんか。

26 空の鳥を見なさい。種蒔きもせず、刈り
入れもせず、倉に納めることもしません。
けれども、あなたがたの天の父がこれ
を養っていてくださるのです。



あなたがたは、鳥よりも、もっとすぐれ
たものではありませんか。

27 あなたがたのうちだれが、心配したか
らといって、自分のいのちを少しでも延
ばすことができますか。

28 なぜ着物のことで心配するのですか。
野のゆりがどうして育つのか、よくわき
まえなさい。働きもせず、紡ぎもしませ
ん。



29 しかし、わたしはあなたがたに言いま
す。栄華を窮めたソロモンでさえ、この
ような花の一つほどにも着飾ってはい
ませんでした。

30 きょうあっても、あすは炉に投げ込まれ
る野の草さえ、神はこれほどに装ってく
ださるのだから、ましてあなたがたに、
よくしてくださらないわけがありましょう
か。信仰の薄い人たち。



31 そういうわけだから、何を食べるか、
何を飲むか、何を着るか、などと言って
心配するのはやめなさい。

32 こういうものはみな、異邦人が切に求
めているものなのです。しかし、あなた
がたの天の父は、それがみなあなたが
たに必要であることを知っておられます。

33 だから、神の国とその義とをまず第一
に求めなさい。そうすれば、それに加え
て、これらのものはすべて与えられま
す。
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序

1 神の国を第一にする信仰の大切さ
イエスさまが第一に求めるように言われ
た神の国とは？

2 二つのことの対比
「隠れた所」（18節）、見えない世界
「宝」（19節）、見える世界

3 「第一にすべき神の国」の意味



I 信仰と見える祝福

A 見える祝福をいただく人生
「主は私の羊飼い。乏しいことはない」と
言えるだけのものがある

B 見える祝福への心遣い
1 見えるところに目が向きすぎる問題
2 見える世界が気遣いになる問題



C 見えない世界も知っている恵み

1 現実無視ではない
2 カバーする領域
3 見えない世界を知らない人生観
4 課題の多い現実に振り回されてしまわ

ない可能性
5 信仰の一つのあり方

見えるところで下がってしまわない
逆に見えるところで自分は大丈夫だと
思ってしまわない



II 神さまの目線とわたしたちの信仰

A 神さまは隠れた所で働いておられる
B 神の目線に生きることを大切に
C 隠れた所で祈ることを大切に
1 神さまが見えない世界を大切にして

おられることを心にとめる
2 隠れた祈り 隠れた奉仕
3 祈りが隠されることの意味

自分にはコントロールできない神さまの
領域がある



問い……

Q 神さまの見えない世界と、わたしたちの
現実は、どれくらいつながっているの
ですか

Q 神さまが支配しておられるという信仰は、
わたしたちの現実にどれくらい効力を持
つものなのですか



III 神さまの目線とわたしたちの実際的
課題

A 集中することの誤解
1 目が健全であること
2 没交渉？
イエスさまが入って行かれる

3 天と地上と二股はやりにくい？
最終的なよりどころはどこに？



B 恵みの原則は生きている！

1 神さまがやってくださる！
2 実際問題も

C 地上的問題の一例



しめくくりに

世で生きながら最終的なよりどころを
持っている →神の国を第一に


